
科目名 応用プログラミング論（Applied Programming）

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

前期 45 時間

担　当　教　員 【非常勤】　野村　耕大　　【副担当】　教授　内田 保雄

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

　現在の多様化していくデバイスに適応する、スマートフォンのUIの設計・機能、べージ、ダイアログなど
画面作成のウィジェットの基礎から作成までを、開発フレームワークjQuery Mobaileを使用し作成するの
が目的である。 JavaScriptプログラム、jQuery Mobaile独自イベントを使用してのメッセージ共有サイト
の構築まで行う。
　科目の到達目標は以下の３点である。
①システム開発の方法論を説明できる。
②画面設計について説明できる。
③システム開発技法、プロトタイプ型について説明できる。

第4学年 経営情報学科 学修 1 単位 選択 演習

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

システム開発の方法論
を評価できる。

システム開発の方法論
を考察できる。

システム開発の方法論
を説明できる。

システム開発の方法論
を説明できない。

学習・教育到達目標 （B）　① JABEE基準１（２） (d)-3

到達目標
②

画面設計について評価
できる。

画面設計について考察
できる。

画面設計について説明
できる。

画面設計について説明
できない。

到達目標
③

システム開発技法、プロ
トタイプ型について評価
できる。

システム開発技法、プロ
トタイプ型について考察
できる。

システム開発技法、プロ
トタイプ型について説明
できる。

システム開発技法、プロ
トタイプ型について説明
できない。

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎

総合評価割合 50 50

〇

態度・志向性(人間力)
【　　】

汎用的技能
【論理的思考力】

〇

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

〇 〇



関　連　科　目　，　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 情報システム論

教科書 なし

補助教材等 プリント教材・インターネット教材

学　習　上　の　留　意　点

htmlタグ等の基礎技術に関しては、自己学習を行って下さい。CSSに関しましても不明な点はできるかぎり自己学習で行って
いただきます。授業進捗が早いので予習は必須となります。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

現代のWEB系の開発において、jQueryは必須です。しかし　この授業はモバイル系の開発を中心にjQuery Mobaileで行いま
す。現在のWEB系開発は、大幅にスマホ系にシフトしていっています。自分で所有されているスマホでのテスト等を確認を
行っていただくようになります。



回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

ガイダンス
授業の目的と意義
スマートフォンのUI

・シラバスから学習の意義、授業の進め方、評
価方法を説明できる。
・jQuery MobaileでのスマートフォンのUIを説
明できる。

第１回で取り上げた内
容の復習を行ない、次
の演習に備える。

UIの実装演習（1） jQuery MobaileUIの実装及びJavaScriptプログ
ラムについて説明できる。

第４回で取り上げた内
容の復習を行ない、次
の演習に備える。

UIの実装演習（2） jQuery MobaileUIの実装及びJavaScriptプログ
ラムについて説明できる。

第５回で取り上げた内
容の復習を行ない、次
の演習に備える。

開発環境及び開発方法 jQuery Mobaileでのスマートフォン開発環境に
ついて説明できる。

第２回で取り上げた内
容の復習を行ない、次
の演習に備える。

画面遷移演習 jQuery Mobaile画面遷移作成方法及び
JavaScriptプログラムについて説明できる。

第３回で取り上げた内
容の復習を行ない、次
の演習に備える。

実装 プログラムを作成できる。 第８回で取り上げた内
容の復習を行ない、次
の演習に備える。

実装 プログラムを作成できる。 第９回で取り上げた内
容の復習を行ない、次
の演習に備える。

演習例題の提示及び開発方法 画面プロトタイプの作成、設計について説明で
きる。

第６回で取り上げた内
容の復習を行ない、次
の演習に備える。
・レポート提出

実装 プログラムを作成できる。 第７回で取り上げた内
容の復習を行ない、次
の演習に備える。

実装 プログラムを作成できる。 第１２回で取り上げた
内容の復習を行ない、
次の演習に備える。

実装 プログラムを作成できる。 第１３回で取り上げた
内容の復習を行ない、
次の演習に備える。

実装 プログラムを作成できる。 第１０回で取り上げた
内容の復習を行ない、
次の演習に備える。

実装 プログラムを作成できる。 第１１回で取り上げた
内容の復習を行ない、
次の演習に備える。

総　学　習　時　間　数 45 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 30 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 15 時間

プログラムレビュー 演習にて作成されたプログラムレビューができ
る。

第１回～第１４回で取
り上げた内容の復習を
行なう。
・レポート提出

まとめ
授業改善アンケートの実施

実施した演習について、全体的な内容が説明で
きる。


